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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム（施策
せさく

体 系
たいけい

～訪 問
ほうもん

系
けい

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（１１月
がつ

１９日 分
にちぶん

） 

 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１１月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

尾 上
おのうえ

座 長
ざちょう

、岡部
おかべ

副 座 長
ふくざちょう

、大 濱
おおはま

委員
いいん

、小田島
おだじま

委員
いいん

、田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

、中 西
なかにし

委員
いいん

、 橋 本
はしもと

委員
いいん

、下 川
しもかわ

参 考 人
さんこうにん

、酒井
さかい

参 考 人
さんこうにん

、藤 内
ふじうち

参 考 人
さんこうにん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

（移動
いどう

支援
しえん

や行 動
こうどう

援護
えんご

の見直
みなお

し） 

担 当
たんとう

委員
いいん

より報 告
ほうこく

 

・家族
かぞく

同 居
どうきょ

、ケアホーム・グループホーム、ひとり暮
ぐ
らしという住

す
まいの分

わ
け方

かた
で、

サービスを整理
せいり

した。障 害 児
しょうがいじ

のように家族
かぞく

がいる場合
ばあい

の支援
しえん

については、ショー

トステイがあるが、まだ尐
すく

なく、日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

については自治体
じちたい

格差
かくさ

が大
おお

きく

実施
じっし

していないところも多
おお

い。家族
かぞく

基盤
きばん

に対
たい

してどのように支援
しえん

を行
おこな

うかという

視点
してん

も必 要
ひつよう

。 

・知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で暮
く
らすには、生 活

せいかつ
全 体
ぜんたい

を通
とお

した見立
み た

てを行
おこな

うことが必 要
ひつよう

。これは支 給
しきゅう

決 定
けってい

時
じ
に考 慮

こうりょ
すべきことであるが、実 際

じっさい
に

は（特
とく

に大都市
だいとし

において）できていない。 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

を行
おこな

うためには、遠 方
えんぽう

の施設
しせつ

ではなく、身近
みぢか

に、宿 泊 付
しゅくはくづ

きでの

体 験
たいけん

を行
おこな

うことができる場所
ばしょ

が必 要
ひつよう

。 

・グループホームやケアホームは危機
き き

管 理 面
かんりめん

が弱
よわ

く、現 在
げんざい

は世話人
せわにん

の努 力
どりょく

に頼
たよ

っ

ているのが実 情
じつじょう

であることから、世話人
せわにん

をサポートする仕組
し く

みが必 要
ひつよう

。 

・行 動
こうどう

援護
えんご

は「移動
いどう

支援
しえん

」として整理
せいり

されているが、本 来
ほんらい

は、暮
く
らしの全 般

ぜんぱん
に

関
かか

わり、個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

の特 性
とくせい

を配 慮
はいりょ

した見立
み た

てを行
おこな

った上
うえ

でその方
かた

が

社 会
しゃかい

で暮
く
らしていけるように支

し
援
えん

を行
おこな

うものだと考
かんが

えている。 

・車
くるま

を使
つか

う介護
かいご

輸送
ゆそう

は社 会
しゃかい

参加
さんか

に不可欠
ふかけつ

であり、現 在
げんざい

、ヘルパーが車
くるま

を運 転
うんてん
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する時間
じかん

は報
ほう

酬
しゅう

算 定 外
さんていがい

となっていることについては検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

。 

・通 学
つうがく

や通 勤
つうきん

に対
たい

する移動
いどう

支援
しえん

は需 要
じゅよう

が高
たか

いが、学 校
がっこう

等
とう

がどこまで行
おこな

う

べきか議論
ぎろん

することが必 要
ひつよう

。全
すべ

てを障 害
しょうがい

福祉
ふくし

でカバーするのか議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

。 

 

委員
いいん

より 

・ひとり暮
ぐ
らしが可能

かのう
となるサービスを提 供

ていきょう
できる体 制

たいせい
が整備

せいび
されれば、どのよう

な場合
ばあい

でも対 応
たいおう

できるので、住
す
まいの分

わ
け方

かた
で区分

くぶん
した議論

ぎろん
にあまり意味

い み
がないの

では。 

・自立
じりつ

した生 活
せいかつ

をするためには当 事 者
とうじしゃ

へのエンパワーメントが重 要
じゅうよう

。 

・相 談
そうだん

機能
きのう

については、人 口
じんこう

５万 人
まんにん

当
あ
たりで１か所

しょ
のセンターを設置

せっち
し、２０

人
にん

程度
ていど

の個
こ

別
べつ

相 談
そうだん

ができる相 談 員
そうだんいん

の配置
はいち

することが必 要
ひつよう

。 

・将 来 的
しょうらいてき

な絵
え
を描

か
くことが必 要

ひつよう
であり、今

いま
ある財 源

ざいげん
に縛

しば
られて議論

ぎろん
してはい

けない。 

担 当
たんとう

委員
いいん

より 

・理想
りそう

を描
か
いた上

うえ
で、平 成

へいせい
２５年

ねん
８月

がつ
のイメージを現 実 的

げんじつてき
にどのように描

か
くか

ということも考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。 

・個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

特 性
とくせい

を踏
ふ
まえて見立

み た
てを行

おこな
うことは必 要

ひつよう
。そのような見立

み た
てに

対
たい

して報 酬
ほうしゅう

評 価
ひょうか

を行
おこな

うことが必 要
ひつよう

。 

 

（学 校
がっこう

における医 療 的
いりょうてき

ケア） 

参 考 人
さんこうにん

より報 告
ほうこく

 

・特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

においても、実 質 的
じっしつてき

違 法 性
いほうせい

阻 却
そきゃく

の下
した

で、教 員
きょういん

によるたん

の吸 引
きゅういん

等
とう

ができることになったが、看護師
かんごし

の配置
はいち

が前 提
ぜんてい

となっており、看護師
かんごし

が

いない場面
ばめん

や時 間 帯
じかんたい

ではたんの吸 引
きゅういん

等
とう

ができないこととなっていることにより

支 障
ししょう

が出
で
ている。 

・自治体
じちたい

調 査
ちょうさ

等
とう

から、全 国
ぜんこく

の通 常
つうじょう

学 校
がっこう

に１７００人
にん

くらいの医 療 的
いりょうてき

ケア

が必 要
ひつよう

な子
こ
どもが在 籍

ざいせき
していると推 定

すいてい
。自治体

じちたい
からは研 修

けんしゅう
やバックアップ

体 制
たいせい

の上
うえ

で教 職 員
きょうしょくいん

による医 療 的
いりょうてき

ケアが可能
かのう

となるよう特
とく

区
く

申 請
しんせい

もされる

等
とう

、現場
げんば

対 応
たいおう

を求
もと

めるニードがある。 

・教 員
きょういん

や介護
かいご

職 員
しょくいん

による医 療 的
いりょうてき

ケアが、きちんと制度化
せいどか

され、報 酬
ほうしゅう

評 価
ひょうか

さ
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れることが重 要
じゅうよう

。また、制度化
せいどか

を行
おこな

う際
さい

には、個 別 的
こべつてき

な関 係 性
かんけいせい

に着 目
ちゃくもく

した

仕組
し く

みも制度化
せいどか

する必 要
ひつよう

がある。 

・「介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

によるたんの吸 引
きゅういん

等
とう

の実施
じっし

のための制度
せいど

の在
あ
り方

かた
に関

かん
する

検 討 会
けんとうかい

」が開 催
かいさい

されているが、以前
いぜん

の研 究 会
けんきゅうかい

の「報 告 書
ほうこくしょ

に書
か
かれていない

行為
こうい

は全
すべ

て禁止
きんし

であるというような反 対
はんたい

解 釈
かいしゃく

をされるべきではない」との了 解
りょうかい

事項
じこう

が正
ただ

しく引
ひ
き継

つ
がれておらず調 整

ちょうせい
が必 要

ひつよう
。 

・学 校
がっこう

での医 療 的
いりょうてき

ケアについては、これまでも教 員
きょういん

が教 育
きょういく

の一 環
いっかん

として、子
こ

どもとの個別
こべつ

の関
かか

わりの中
なか

で実施
じっし

していると考
かんが

えており、学 校
がっこう

の職 員
しょくいん

による

対 応
たいおう

が基本
きほん

ではないか。個 人 的
こじんてき

には、障 害 児
しょうがいじ

にとって不利益
ふりえき

がない対 応
たいおう

がで

きればいい。 

 

副 座 長
ふくざちょう

コメント 

・学
がく

校 内
こうない

に外部
がいぶ

のヘルパーが入
はい

り込
こ
んで医 療 的

いりょうてき
ケアを行

おこな
うということについて

は、色 々
いろいろ

な考
かんが

え方
かた

があると思
おも

っている。ただ、尐
すく

なくとも、本 人
ほんにん

が選
せん

び本 人
ほんにん

のことを良
よ
く知

し
るパーソナルアシスタントが行

おこな
う医 療 的

いりょうてき
ケアは本 人

ほんにん
自身
じしん

や家族
かぞく

に準
じゅん

じたものとすることには問 題
もんだい

はないのではないか。 

 

（精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

へのホームヘルプサービス） 

参 考 人
さんこうにん

より報 告
ほうこく

 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

するホームヘルプの利 用 者
りようしゃ

は尐
すく

なく、利用
りよう

促 進
そくしん

が一 番
いちばん

の

課題
かだい

。 

進
すす

まない理由
りゆう

としては、①周 知
しゅうち

不足
ふそく

のため障 害 者
しょうがいしゃ

にサービスが知
し
られていないこ

と、②精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

ホームヘルパー養 成
ようせい

特 別
とくべつ

研 修
けんしゅう

事 業
じぎょう

研 修
けんしゅう

が無
な
くなった

こと、③収 入
しゅうにゅう

が見込
み こ

み難
かた

いため事
こと

業 者
ぎょうしゃ

が撤 退
てったい

する、参 入
さんにゅう

しづらいことなどが

ある。 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

するホームヘルプサービスについては、①利用
りよう

促 進
そくしん

、②報 酬
ほうしゅう

の上乗
うわの

せ、③現 任
げんにん

研 修
けんしゅう

の充 実
じゅうじつ

、④利 用 者
りようしゃ

と事
こと

業 者
ぎょうしゃ

のマッチングのシステム化
か

が必 要
ひつよう

。 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

は「家事
か じ

援 助
えんじょ

」の枠 内
わくない

で実施
じっし

しているが、内 容 的
ないようてき

に

は、生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

の整
せい

備
び
に関

かか
わらず、生 活

せいかつ
スキルの得

え
とく、困

こま
りごとの解 消

かいしょう
、
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社 会
しゃかい

参加
さんか

の促 進
そくしん

、権利
けんり

擁護
ようご

等
とう

、家事
か じ

援 助
えんじょ

ではくくりきれない様 々
さまざま

なことを

行
おこな

っている。報 酬 面
ほうしゅうめん

でもっと評 価
ひょうか

を行
おこな

うべき。 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

しては、ヘルパーが訪 問
ほうもん

して家事
か じ

をしながら時間
じかん

を共 有
きょうゆう

す

るということ自体
じたい

が、本 人
ほんにん

の社 会
しゃかい

参加
さんか

に繋
つな

がっていく。 

・様 々
さまざま

な機関
きかん

が連 携
れんけい

することが重 要
じゅうよう

であるが、それ以前
いぜん

に、事 業 所
じぎょうしょ

の中
なか

に

おいて、助 言
じょげん

・相 談
そうだん

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

や、関 係
かんけい

機関
きかん

との連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を行
おこな

う者
もの

の

設置
せっち

など基 本 的
きほんてき

な体 制
たいせい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

。 

 

（移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

参 考 人
さんこうにん

より報 告
ほうこく

 

・移動
いどう

支援
しえん

は、余暇
よ か

や社 会
しゃかい

参加
さんか

に関
かん

する支援
しえん

をすることにより、家族
かぞく

から離
ばな

れ

地域
ちいき

で暮
くれ

らすことを可能
かのう

とするものであり、個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

により財 政
ざいせい

支援
しえん

の

強 化
きょうか

を行
おこな

うべき。 

・個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

に当
あ
たっては先 進 的

せんしんてき
な自治体

じちたい
の取

と
り組

く
みを踏

ふ
まえて、①必 要

ひつよう
とす

る人
ひと

を対 象
たいしょう

に、②通 学
つうがく

・通 所
つうじょ

支援
しえん

、入 院
にゅういん

時
じ
の支援

しえん
や自立

じりつ
生 活
せいかつ

体 験
たいけん

での

利用
りよう

可能化
かのうか

、③時間
じかん

制 限
せいげん

を課
か
さない、④支 給

しきゅう
方 法
ほうほう

は自治体
じちたい

にまかせる（月
つき

をま

たいでの支 給
しきゅう

決 定
けってい

など）、⑤ヘルパー要 件
ようけん

については当 事 者
とうじしゃ

を講師
こうし

とすること

を組
く
み込

こ
んだ簡易

かんい
な研 修

けんしゅう
を最 低 限

さいていげん
の必須

ひっす
研 修
けんしゅう

とする等
とう

。 

・ショートステイ利 用 中
りようちゅう

であっても、行 動
こうどう

援護
えんご

や移動
いどう

支援
しえん

を利用
りよう

できるように

すべき。 

・現 在
げんざい

の身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

・行 動
こうどう

援護
えんご

・移動
いどう

支援
しえん

と分
わ
けられた支援

しえん
類 型
るいけい

では知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

をトータルに支
ささ

えることはできない。見守
みまも

りや関 係 性
かんけいせい

構 築
こうちく

の支援
しえん

が含
ふく

みこまれた一 本 化
いっぽんか

した支援
しえん

類 型
るいけい

が必 要
ひつよう

。当 面
とうめん

重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

にも適 用
てきよう

すべき 

・グループホームを施設
しせつ

ではなく、地域
ちいき

における居 住
きょじゅう

の場
ば
として位置

い ち
づけるのであれ

ば、当
とう

然
ぜん

そこでもヘルパーが必 要
ひつよう

な時間
じかん

、利用
りよう

できることを基本
きほん

とすべき 

 

委員
いいん

より 

・財 源
ざいげん

問 題
もんだい

があり、全 員
ぜんいん

に同
おな

じように支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

うと支援
しえん

が薄
うす

まる面
めん

がある。利 用 者
りようしゃ

の状 況
じょうきょう

によって、介 助 者
かいじょしゃ

の関
かか

わりの密度
みつど

の濃
こ
さは違

ちが
うと思

おも
う
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が、同
おな

じ評 価
ひょうか

で良
よ
いのか。 

参 考 人
さんこうにん

より 

・簡 単
かんたん

な支援
しえん

や長 時 間
ちょうじかん

の支援
しえん

については１時間
じかん

２０００円
えん

、大 変
たいへん

な支援
しえん

や

短 時 間
たんじかん

の支援
しえん

については１時間
じかん

３０００円
えん

程度
ていど

の単価
たんか

というように、安 定 的
あんていてき

な

事 業
じぎょう

運 営
うんえい

ができるような単
たん

価
か

設 定
せってい

を行
おこな

うべき。 

副 座 長
ふくざちょう

コメント 

・訪 問
ほうもん

系
けい

サービスを義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

した際
さい

に地域
ちいき

でサービスを促 進
そくしん

するという

意味合
い み あ

いがあったことを考
かんが

えれば、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

が求
もと

める地域
ちいき

自立
じりつ

生 活
せいかつ

の

推 進
すいしん

の観 点
かんてん

から移動
いどう

支援
しえん

も個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

し国庫
こっこ

負担
ふたん

を義務
ぎ む

とするべきではない

のか。 

・市 町 村
しちょうそん

の主 体 性
しゅたいせい

を尊 重
そんちょう

するということと、国
くに

が負担
ふたん

義務
ぎ む

を負
お
うということ

は矛 盾
むじゅん

はしないのではないか。 

座 長
ざちょう

コメント 

・個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

により財 政
ざいせい

支援
しえん

を強 化
きょうか

するということと、サービス内 容
ないよう

を一 律
いちりつ

で縛
しば

るということは別
べつ

のことがらである。 

 

（パーソナルアシスタント） 

副 座 長
ふくざちょう

より報 告
ほうこく

 

・訪 問
ほうもん

系
けい

サービス全 体
ぜんたい

の議論
ぎろん

ということではなく、前 回
ぜんかい

のヒアリングを受
う
けて

ＰＡの整理
せいり

を行
おこな

った。利 用 者
りようしゃ

主 導
しゅどう

、個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

、包 括 性
ほうかつせい

と継 続 性
けいぞくせい

の

３つが大
おお

きな要素
ようそ

であり、互
たが

いに補
ほ

完
かん

し合
あ
っていて不可分

ふかぶん
。 

・パーソナルアシスタンスは家族
かぞく

に準
じゅん

じた個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

を持
も
つ人

ひと
であり、そのよ

うなヘルパーが病 院
びょういん

等
とう

に入
はい

って医 療 的
いりょうてき

ケアを行
おこな

うことは問 題
もんだい

ないのではな

いか。 

・利 用 者
りようしゃ

主 導
しゅどう

、個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

、包 括 性
ほうかつせい

と継 続 性
けいぞくせい

という３要素
ようそ

が担
たん

保
ほ
さ

れていれば、ダイレクトペイメントは、パーソナルアシスタントの必須
ひっす

要 件
ようけん

ではない。 

・パーソナルアシスタンスにおけるサービスの供 給
きょうきゅう

主 体
しゅたい

については、当 事 者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

であること、自立
じりつ

支援
しえん

だけでなく自律
じりつ

支援
しえん

も行
おこな

えることが要 件
ようけん

となるのではないか。 

 

委員
いいん

より 
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・「供 給
きょうきゅう

主 体
しゅたい

が当 事 者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

であること」と「自律
じりつ

支援
しえん

を行
おこな

えること」は同 一
どういつ

なのか。 

委員
いいん

より 

・ダイレクトペイメントについては、安価
あんか

な賃 金
ちんぎん

で雇用
こよう

したヘルパーにより長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

を実 現
じつげん

すればよいという方 向
ほうこう

に誘 導
ゆうどう

する仕組
し く

みとなる恐
おそ

れがあるため、パ

ーソナルアシスタントの要 件
ようけん

とすべきではない。 

副 座 長
ふくざちょう

コメント 

・パーソナルアシスタンスの担
にな

い手
て
が当 事 者

とうじしゃ
主 体
しゅたい

の提 供
ていきょう

機構
きこう

であることは

必 要
ひつよう

条 件
じょうけん

であって、十 分
じゅうぶん

条 件
じょうけん

ではない。 

・施設
しせつ

から地域
ちいき

移行
いこう

する際
さい

に、グループホームやケアホーム等
とう

の決
き
められた住

す
まい

方
かた

を 強
きょう

制
せい

されるのではなく、自分
じぶん

の家
いえ

やアパートで暮
く
らすなどの本 人

ほんにん
の意向

いこう
が

適
かな

えられる必 要
ひつよう

がある。そのような際
さい

にも、パーソナルアシスタントによる支援
しえん

は

活 用
かつよう

できるのではないか。 


